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ファーストステップガイドファーストステップガイド

ご使用の前に
お読みください

使ってみ
ましょう

2P : 各部の名称
3P : STEP1 はじめに、付属部品の取り付け
4P : STEP2 バッテリパックの取り付け / 外し
5P : STEP3 バッテリパックの充電
6P : STEP4 基本的な使用方法
7P : STEP5 基本機能
8P : STEP6 よく使う特殊機能

※詳細な使い方は取扱説明書を参照願います。
※本機は、アルインコ株式会社との共同開発です。

PF0227　20130115

取り付け方には、以下のとおり２つの方法が
があります。
・図１のように、ベルトクリップとハンドスト
　ラップを共締めする
・図２のように、本機上部後方のストラップ用
　の穴(★)に、ハンドストラップを通して固定
　する

ハンドストラップ 

ハンドストラップ 

図１

図２

★★

各部の名称各部の名称

ディスプレイ (LCD)
動物の種類 / 個体識別番号 /
受信チャンネルの表示をします。

ダイヤル
受信するチャンネルを
変更します

スピーカ

キーパッド
各種操作ができます。

電源スイッチ
電源スイッチを約 1
秒間押すと電源の
ON/OFF ができます。

受信ランプ
受信すると緑色に
点灯します。

SMA アンテナ
コネクタ

注意
・使用方法の詳細、安全上のご注意については、本書裏面の注意事項および
　付属の「取扱説明書」をお読みください。
・防水機能について：
　JIS防浸保護等級7規格(IPX7)相当の試験に合格しており、防水キャップ類を
　正しく閉めていれば雨や雪の中でも防水カバー無しでお使いいただけます。
　ただし、常に雨が当たる環境や、恒常的に水没の恐れのある環境での使用に
　耐えうる完全防水、海水がかかる環境での使用で発生する塩害については
　保証しておりません。
　「IPX7相当品」ですので、常に雨が当たる環境や無用な水没、流水での洗浄
　などは絶対におやめください。

付属品

　  アンテナ
(SMA コネクタ )

ハンド
ストラップ

ベルト
クリップ

取扱説明書 ファーストステップ
ガイド ( 本書 )

リチウムイオン
バッテリパック
(EBP-63)

充電スタンド
(EDC-144)

充電 AC アダプタ
(EDC-150)

絶縁シート
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ファーストステップガイドファーストステップガイド

ご使用の前に
お読みください

使ってみ
ましょう

各部の名称各部の名称

！　重要重要

付属品

アンテナ
(SMA コネクタ )

ハンドストラップ ベルトクリップ 取扱説明書 ファーストステップ
ガイド ( 本書 )

リチウムイオン
バッテリーパック
(EBP-63)

充電スタンド
(EDC-144)

充電 AC アダプタ
(EDC-150)

サーキットデザインの動物生態調査用受信機をお買い上げ

150MHz 動物生態調査用受信機

LR-03
取扱説明書

株式会社サーキットデザイン

ディスプレイ (LCD)
動物の種類 /ID 番号 /
受信チャンネルの表示
をします。

ダイヤル
受信するチャンネルを
変更します

スピーカー

キーパッド
各種操作ができます。

電源スイッチ
電源スイッチを約 1
秒間押すと電源の
ON/OFF ができます。

受信ランプ
受信すると緑色に
点灯します。

SMA アンテナ
コネクタ

・使用方法の詳細、安全上のご注意については、付属の「取扱説明書」を
　お読みください。
・防水機能について：
　JIS防浸保護等級7規格(IPX7)相当の試験に合格しており、防水キャップ類を
　正しく閉めていれば雨や雪の中でも防水カバー無しでお使いいただけます。
　ただし、常に雨が当たる環境や、恒常的に水没の恐れのある環境での使用に
　耐えうる完全防水、海水がかかる環境での使用で発生する塩害については
　保証しておりません。
　「IPX7相当品」ですので、常に雨が当たる環境や無用な水没、流水での洗浄
　などは絶対におやめください。

△

ＳＴＥＰ
1 はじめに、付属部品の取り付け

1 アンテナの取り付け方

2 ハンドストラップの取り付け方

3 ベルトクリップの取り付け方

ベルトクリップ 

①アンテナの根元を持ちます。

②アンテナ底面の溝と本体のアンテナコネクター
　の凸凹部を合わせて差し込みます。

③アンテナを時計方向(右)に回します。

④回転が止まったら、アンテナを確実に取り付け
　たことを確認します。

ハンドストラップ 

図のように取り付けます。
取り付け方には2種類あります。

①ベルトクリップを本体の背面部の溝に合わせて
　取り付け、ネジを時計方向(右)に回して固定し
　ます。

②ベルトクリップを確実に取り付けたことを確認
　します。

参 考 : 使っているうちにネジが緩んでくることがあります。
　　　ときどき点検してください。

ＳＴＥＰ
2 バッテリーパックの取り付け／外し

1 バッテリーパックの取り付け方

2 バッテリーパックの取り外し方

①バッテリーパックのツメを本体の溝に合わせます。

②バッテリーパックを矢印の方向に押し込みます。

③「カチッ」と音がするまでラッチを閉じます。

バッテリーパックからラッチを矢印の方向に
外し、バッテリーパックを取り外します。

注意
・バッテリーパックは出荷時には満充電されておりません。
　お買い上げ後に充電してからご使用ください。
・充電は0℃～40℃の温度範囲内でおこなってください。
・バッテリーパックの端子は絶対にショートさせないでください。
　機器の損傷や、バッテリーの発熱による火傷の原因となることが
　あります。
・必要以上の長時間の充電(過充電)はバッテリーの性能を低下させ
　ますので避けてください。

ツメ 

溝 

ラッチ 

① ②

③

①

①

②

③

サーキットデザインの動物生態調査用受信機をお買い上げいただきまして、誠にありがとうござ
います。 
本機の性能を十分に発揮させるために、ご使用前にこの取扱説明書を最後までお読みください。
アフターサービスなどについても記載していますので、この取扱説明書は大切に保管してください。
また、補足シートや正誤表が入っている場合は、取扱説明書と合わせて保管してください。
ご使用中の不明な点や不具合が生じたとき、お役に立ちます。

本機は国内専用モデルです。
また、動物生態調査用専用受信機ですので、それ以外の通信には使用できません。

This product is permitted for use only in Japan.

150MHz 動物生態調査用受信機

LR-03
取扱説明書

株式会社サーキットデザイン

ＳＴＥＰ
1 はじめに、付属部品の取り付け

1 アンテナの取り付け方

2 ハンドストラップの取り付け方

3 ベルトクリップの取り付け方

ベルトクリップ

①アンテナの根元を持ちます。

②アンテナ底面の溝と本体のアンテナコネクタの
　凸凹部を合わせて差し込みます。

③アンテナを時計方向(右)に回します。

④回転が止まったら、アンテナを確実に取り付け
　たことを確認します。

①ベルトクリップを本体の背面部の溝に合わせて
　取り付け、ネジを時計方向(右)に回して固定し
　ます。

②ベルトクリップを確実に取り付けたことを確認
　します。

参 考 : 使っているうちにネジが緩んでくることがあります。
　　　ときどき点検してください。

注意
・バッテリパックは出荷時には満充電されておりません。
　お買い上げ後に充電してからご使用ください。
・充電は0℃～40℃の温度範囲内でおこなってください。
・バッテリパックの端子は絶対にショートさせないでください。
　機器の損傷や、バッテリの発熱による火傷の原因となることがあります。
・必要以上の長時間の充電(過充電)はバッテリの性能を低下させますので
　避けてください。

①

①

②

③

ＳＴＥＰ
2 バッテリパックの取り付け／外し

1 バッテリパックの取り付け方

2 バッテリパックの取り外し方

①バッテリパックのツメを本体の溝に合わせます。

②バッテリパックを矢印の方向に押し込みます。

③「カチッ」と音がするまでラッチを閉じます。

バッテリパックからラッチを矢印の方向に
外し、バッテリパックを取り外します。

ツメ

溝

ラッチ

① ②

③

4 付属絶縁シートを充電スタンドに貼り付ける
ショート防止のため、充電スタンドの底（端子部）
を右図のように付属の絶縁シートで確実に覆ってく
ださい。

絶縁シート



ＳＴＥＰ
3 バッテリパックの充電

1 充電スタンドとACアダプタを準備する

2 充電スタンドの調整

3 バッテリパックを充電する
図のようにスタンドにバッテリパックを取り付けます。
充電中は電源を切ります。
(図は、バッテリパックを本体に取り付けたまま充電
する場合のものです。本体から取り外してバッテリ
パックのみをスタンドに入れることもできます。)
スタンドのランプが赤色に点灯し、充電が始まります。
(充電が終了するとスタンドのランプは消灯します。)

ここでは標準付属品のリチウムイオンバッテリパック
(EBP-63)の充電方法を説明します。
調整プレートの両端を指で押さえたまま、バッテリパ
パックの大きさに合うスタンドの溝に調整プレートを
取り付けます(左右の文字(A、B、C)が一致するように
調整プレートを取り付けます)。
プレートはスタンドの底までしっかりと押しこみます。
参 考:

EBP-63を本体に取り付けて充電する場合は前方両側のAの位置に、
EBP-63のみを差し込んで充電する場合は後方両側のAの位置に調
整プレート合わせて取り付けてください。

参 考:
付属の充電スタンド(EDC-144)を使用して、放電状態から約2時間で
充電できます。
本体にバッテリパックを装着した状態でうまく充電できない場合
は、バッテリパック単体で充電して異常がないかご確認ください。

ACアダプタ 
プラグ

スタンド

ACアダプタ

ランプ

①ACアダプタプラグを、スタンド背面のDC-IN
　ジャックに接続します。

②アダプタをコンセントに接続します。

調整
プレート

溝

A
B

C
A

B
C

バッテリ
単体

本体装着

①

②

ＳＴＥＰ
4 基本的な使用方法

1 電源を入れる

押す

キーを長く(約1秒間)押すと電源が
入ります。
電源を切るときも同じ操作をします。

2 液晶画面の点灯確認

④バッテリ残量②発信器の
　個体識別番号

③受信する周波数
　チャンネル
　(1～5チャンネル)

残量あり:
残量無し:

①動物の種類
　(0～15)

3 受信する周波数の変更

本体上部のダイヤルを回すと、回す
方向に応じて周波数チャンネルが
1chずつ増加または減少します。
(･･⇔５⇔１⇔２⇔３⇔４⇔５⇔1⇔･･)
1ch：142.94MHz、2ch：142.95MHz
3ch：142.96MHz、4ch：142.97MHz
5ch：142.98MHz

時計方向

反時計方向

4 発信器情報の受信確認
発信器のマグネットを外し、電波を
発信させ、本機の液晶画面で電波の
受信を確認します。

④受信する周波数
　チャンネル
　(　参照)3

②発信器の
　個体識別番号

③電波を受信
　すると点灯

⑤電波の強さの
　レベル表示
　(0～6の7段階)

①動物の種類
例）00：クマ
　　01：サル
　　02：イノシシ
　　03：魚類
　　04：小型動物
　　05：鳥類

ＳＴＥＰ
５ 基本機能

1 スピーカの音量変更

音量調節範囲は00～30まで
の31段階です。初期状態は
15です。00の場合、音声は
聞こえません。

押す

表示画面

時計方向

反時計方向 ①　　キーを押します。
　音量レベルが表示され
　ます。
②ダイヤルを回して音
　量レベルを増加また
　は減少させます。

③MONIキー以外のキーを押し設定を終
　了します。無操作状態が約5秒続いて
　も自動的に設定を終了します。

①

②

2 スケルチ※取扱説明書参照のレベル
変更

スケルチレベルは00～10
までの11段階です。
初期状態は03です。

押す

表示画面

時計方向

反時計方向 ①　　キーを押します。
　スケルチレベルが表示
　されます。
②ダイヤルを回してス
　ケルチレベルを増加
　または減少させます。

③MONIキー以外のキーを押し設定を終
　了します。無操作状態が約5秒続いて
　も自動的に設定を終了します。

①

②

3 キーロック

①本機横のFUNCキーを押します。

③キーロックを解除するときは、
　上記①②の操作を再度行います。

②　　キーを押します。
　表示画面に　　が表示されます。

キーロック時に点灯
表示画面

押す
②

①
押す

電波の強さの確認4

押す

④電波の強さのレベル
　インジケータ表示
　(0～6の7段階)

②発信器情報の
　受信回数(0～99)
　※99の後は0に戻ります

③電波の強さのレベル
　数値表示(生値)

①発信器情報を受
　信した時に点滅

表示画面

　　　キーを押します。
　機能の終了は、MO-
　NIキー以外のキーを
　押しますと通常表示
　に戻ります。

ＳＴＥＰ
6 よく使う特殊機能

※下記以外の特殊機能は取扱説明書を参照願います。

1 アッテネータ (ATT) の
使用

アッテネータレベル
ATT-OF：  0dB
ATT-1    : 20dB
ATT-2    : 40dB

押す

表示画面

時計方向

反時計方向 ①　　キーを押します。
　アッテネータ設定画面
　が表示されます。
②ダイヤルを回して
　アッテネータレベルを
　変更します。
　(ディスプレイにATTが表示
　されます)

③MONIキー以外のキーを押し設定を終
　了します。

①

②

2 受信音の設定

①本機横のFUNCキーを押します。
②　　キーを押します。
　受信音設定画面が表示されます。

表示画面

押す
②

①
押す

④MONIキー以外のキーを押し設定
　を終了します。

③ダイヤルを回して受信音を変更し
　ます。

受信音
ID+VOI：RF受信音(初期状態)
ID          : デジタルビープ音

時計方向

反時計方向
③

注意
■受信機本体の取扱いについて

イヤホンを使用する場合、あらかじめ音量を下げてください。
聴力障害の原因になることがあります。
この受信機本体は調整済みです。分解・改造して使用しないで
ください。火災・感電・故障の原因となります。
布や布団で覆ったりしないでください。熱がこもり、ケースが変
形したり、火災の原因となります。直射日光を避けて風通しの良
い状態でご使用ください。
水などでぬれやすい場所（風呂場など）では使用しないでください。
火災・感電・故障の原因となります。
水をかけたり、水が入ったりしないよう、またぬらさないように
ご注意ください。
火災、感電・故障の原因となります。

近くに小さな金属物や水などの入った容器を置かないでください。
こぼれたり、中に入った場合、火災・感電・故障の原因となります。
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